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めて簡単に識別された。 CVT法では 2 つ以上の電極反応が近い電位範囲で ts' こる系にも適用でき，
各々の電極反応に対するペルチエ熱が得られ，従って反応機構の解析にも有効であった。
応用として，塩素イオンの増加に伴ない種々の錯イオンを生成すると期待される銅(1)イオンの塩
















の構造的知見を得ることが出来る。尾関君はこの解析を用いて Cyclic Votammo Thermomety なる
新しい電気化学分析法を確立しこれによってCu-Cu Cl~--lト Fe(CN):---Fe( CN)!-- および、Fe( H2 0) ~+ 
-Fe(H20)~+系の電極反応機構をエントロビー変化の面から解析し，新しい過程を見出している。
以上に述べたように尾関君の研究は電気化学の分野ばかりでなく液体化学の立場からも興味ある結
果，新しい知見を得ており，又分析化学の立場からも新しい方法論的知見が得られている。従って理
学博士の学位論文として十分価値あると認めるものである
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